


　
『
滝
乃
川
学
園
』
創
始
者
の
石
井
亮
一
は
、
私
の
父
方
の

親
戚
に
あ
た
り
ま
す
。
う
ち
は
東
京
の
ご
く
普
通
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
で
し
た
が
、「
石
井
家
は
佐
賀
鍋
島
藩
の
藩

祖
以
来
の
外
戚
家
門
」
で
あ
る
こ
と
、「
親
戚
の
亮
一
は
日

本
初
の
知
的
障
害
児
の
た
め
の
学
園
を
立
ち
上
げ
た
」
こ
と

は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
大

学
時
代
に
祖
父
母
の
故
郷
・
佐
賀
を
初
め
て
訪
ね
た
時
、
身

内
の
ご
老
人
か
ら
「
亮
一
は
優
秀
で
軍
人
か
学
者
か
官
僚
に

な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
の
に
、
東
京
で
福
祉
の
途
に
進
ん

で
皆
残
念
が
っ
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
私
財
の
ほ
と
ん
ど
を

学
園
の
運
営
に
投
じ
た
清
貧
の
人
だ
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　

亮
一
の
想
い
や
私
生
活
を
書
物
な
ど
で
読
ん
で
も
、
彼
は

本
当
に
私
欲
が
な
い
人
で
、
ま
さ
に
聖
人
。
同
じ
血
を
引
い

て
も
私
は
俗
人
。
真
似
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
学
園
都
市
」
と
呼
ば
れ
る
国
立

そ
の
南
部
地
域
は

マ
マ
下
湧
水
や

矢
川
お
ん
だ
し
か
ら
流
れ
る

透
明
な
水
が

水
路
と
な
っ
て
ま
ち
を
巡
り

農
や
暮
ら
し
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す

「
矢
川
だ
よ
り
」
は

そ
ん
な
矢
川
の
風
景
の
中
で

人
を
大
切
に
し
な
が
ら

ま
ち
へ
門
戸
を
開
き

ま
ち
と
共
に
育
ま
れ
て
き
た

日
本
初
の
障
害
児
者
の
た
め
の

学
園
が
届
け
る
お
便
り
で
す

学
園
の
経
営
に
迷
っ
た
時
、「
亮

一
な
ら
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
る
だ
ろ
う
」と
考
え
ま
す
。

亮
一
と
の
縁
で
引
き
受
け
た
理

事
長
の
仕
事
。
彼
の
志
を
受
け

継
ぎ
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

石
井
亮
一
が
つ
な
い
だ

私
と
学
園
の
縁

2 0 0 7年に寄贈した石井亮一・筆子夫妻の肖像
画は、記念館のエントランスに飾られている。

滝乃川学園の正門

東京都多摩市在住。横河レンタ・
リース勤務。2003年に滝乃川学
園福祉文化室の歴史協力に関わ
り、2008 年 に 評 議 員、2010 年
に理事、2019年に理事長に就任。
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者
の
津
田
梅
子
や
貞
明
皇
后
、
日

本
聖
公
会
な
ど
か
ら
の
支
援
や
激

励
を
受
け
、
石
井
夫
妻
は
学
園
の

再
起
を
決
意
し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
時
に
『
財
団
法
人
滝
乃
川
学

園
』
と
し
て
法
人
化
。
火
災
の
翌

年
に
は
渋
沢
栄
一
が
「
石
井
の
経

営
の
労
を
省
い
て
教
育
に
専
念
さ

せ
た
い
」
と
第
３
代
理
事
長
に
就

任
し
、
学
園
の
再
建
に
踏
み
切
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
谷
保
村
（
矢
川
）
へ

　

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
北

多
摩
郡
谷
保
村
（
現
在
の
国
立
市

矢
川
）
へ
移
転
し
た
学
園
は
、
教

育
と
就
労
自
立
の
た
め
の
施
設
を

つ
く
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
敷
地
内
を
川
が
流
れ
る

こ
の
地
を
「
児
童
の
為
に
空
気
よ

ろ
し
く
、
水
清
く
こ
の
上
な
く
思

は
れ
る
」
と
記
し
た
筆
子
の
手
記

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
園
内
に

は
常
勤
医
の
い
る
診
療
所
が
あ

り
、
無
医
村
だ
っ
た
谷
保
村
の
地

域
医
療
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。
障
害
児
者
を
閉
じ
た
安
全
な

場
所
で
守
る
た
め
で
な
く
、
地
域

へ
溶
け
込
め
る
よ
う
開
か
れ
た
環

境
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
夫
妻
の

考
え
方
は
、
今
で
も
大
切
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
支
援
の
手
に
よ
り

　

戦
時
中
の
困
難
を
乗
り
越
え
た

学
園
は
、
戦
後
の
社
会
福
祉
事
業

法
に
基
づ
き
『
社
会
福
祉
法
人
滝

乃
川
学
園
』
に
変
わ
り
ま
し
た
。

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
か
ら
は

成
人
部
と
し
て
の
認
可
を
受
け
、

児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い

利
用
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
。

日
本
の
福
祉
は
2 0
〜
3 0
年
の
間

に
大
き
く
進
歩
し
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
で
す
が
『
滝
乃
川
学
園
』

の
よ
う
に
、
戦
前
に
生
ま
れ
た
施

設
は
、
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
存
在
し
て
お
り
、福
祉
の
礎
は
、

そ
の
時
代
に
生
き
た
福
祉
の
利
用

者
、
従
事
者
、
支
援
者
、
そ
れ
ぞ

れ
の
手
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き

た
と
も
言
え
る
の
で
す
。

　

開
か
れ
た
学
園

　
『
滝
乃
川
学
園
』
は
、
知
的
障

害
児
者
が
排
除
の
対
象
で
あ
っ
た

時
代
に
、「
そ
の
子
に
応
じ
た
教

育
を
施
せ
ば
、
そ
の
子
な
り
に
発

達
す
る
」と
確
信
し
た
石
井
亮
一
・

筆
子
夫
妻
に
よ
り
設
立
。
敷
地
内

に
矢
川
の
源
流
が
流
れ
る
、
門
戸

を
外
へ
開
放
し
た
、
地
域
に
開
か

れ
た
学
園
で
す
。

　

閉
鎖
の
危
機
も
乗
り
こ
え
て

　
『
滝
乃
川
』
と
い
う
名
前
は
設

立
地
の
東
京
都
北
区
滝
野
川
に
由

来
し
ま
す
。
当
時
、
日
本
に
は
公

的
な
社
会
保
障
制
度
が
な
く
、
学

園
は
亮
一
の
個
人
事
業
。
亮
一
は

学
園
の
た
め
に
私
財
を
投
じ
、
学

園
の
方
針
に
共
感
す
る
人
々
の
支

援
を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
園
舎
を
巣
鴨
へ
移

転
・
拡
大
し
、
事
業
が
軌
道
に
乗

り
は
じ
め
た
１
９
２
０（
大
正
９
）

年
、
園
児
の
失
火
に
よ
る
火
災
に

見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
度

は
閉
鎖
を
決
意
し
ま
す
が
、
支
援

130年のトビラ

石井亮一・筆子夫妻滝野川時代   ［1891（明治24）年〜 1906（明治39）年］巣鴨時代   ［1906（明治39）年 〜 1928（昭和3）年］現在地に移転後の滝乃川学園

2021年12月、滝乃川学園は創立130周年を迎えました。この特集

では、滝乃川学園のこれまでの歩みを振り返り、これからの滝乃川

学園の未来を見据えたブランディングの取り組みをご紹介します。
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新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

滝
乃
川
学
園
は
、
２
０
２
１
年

12
月
で
創
立
１
３
０
周
年
。
こ
れ

を
契
機
に
、「
滝
乃
川
学
園
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
る
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
為
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
学
園
の
職
員
や
矢
川
地
域
の

方
々
が
参
加
し
、
数
ヶ
月
に
わ

た
っ
て
滝
乃
川
学
園
の
過
去
・
現

在
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
先

の
姿
を
見
据
え
、
滝
乃
川
学
園
ら

し
さ
や
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど

を
模
索
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
聞
か
れ
た
想
い
や
ア
イ

デ
ア
は
、
多
様
な
人
々
が
こ
こ
に

集
え
る
「
多
様
性
」、
地
域
に
開

き
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
「
開
放

性
」、
敷
地
内
を
流
れ
る
矢
川
の

源
流
や
そ
の
周
辺
に
広
が
る
緑
な

ど
の
「
自
然
」、
日
本
初
の
福
祉

施
設
と
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
た

「
歴
史
」
と
い
う
、
滝
乃
川
学
園

を
表
す
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
集
約

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
滝

乃
川
学
園
の
「
滝
」
の
字
を
、
矢

川
の
水
や
草
花
、
滝
乃
川
学
園
の

シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ
る
礼
拝
堂

を
示
す
図
形
で
表
現
し
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
は
「
信
頼
」、
グ
リ
ー
ン
は

「
安
心
と
調
和
」、オ
レ
ン
ジ
は
「
親

し
み
と
温
も
り
」、パ
ー
プ
ル
は「
伝

統
と
歴
史
」
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て

い
ま
す
。

  

多
様
な
人
の
手
で
積
み
重
ね
ら

れ
た
歴
史
が
、こ
の
先
の
未
来
も
、

子
の
一
人
で
あ
る
梨
本
宮
守
正
王

妃
伊
都
子
殿
下
と
も
ご
親
戚
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
学
園
創
立
者

で
初
代
学
園
長
の
石
井
亮
一
や
、

現
理
事
長
の
生
家
で
あ
る
石
井
家

は
、
鍋
島
家
と
古
く
か
ら
血
縁
が

あ
り
ま
す
。

　

滝
乃
川
学
園
で
は
、
学
園
の
歴

史
と
関
わ
り
の
あ
る
鍋
島
さ
ん
に

制
作
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
鍋
島
伊
都
子
さ
ん
よ
り　

　

こ
の
度
は
滝
乃
川
学
園
の
創
立

１
３
０
周
年
記
念
、
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
創
設
か
ら

今
に
到
る
ま
で
学
園
の
ご
関
係
者

様
が
切
り
拓
い
て
来
ら
れ
た
歴
史

さ
ら
に
多
様
な
人
の
手
に
よ
っ
て

新
し
く
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
よ

う
に
。 

人
と
人
と
の
関
係
の
中

で
育
ま
れ
て
き
た
理
念
や
価
値
観

を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
歴
史
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。 ブランディングの為のワークショップ実施時の様子

矢川 草花礼拝堂

は
、
天
使
の
光
を
集
め
た
よ
う
な

優
し
さ
と
、
そ
れ
を
支
え
る
強
さ

そ
の
も
の
で
す
。
そ
ん
な
空
間
を

お
伝
え
す
る
お
手
伝
い
が
出
来
れ

ば
と
思
い
、
僭
越
な
が
ら
今
回
の

ロ
ゴ
を
お
作
り
し
ま
し
た
。
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

創
立
１
３
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
を

作
成
さ
れ
た
鍋
島
伊
都
子
さ
ん

は
、
旧
・
佐
賀
藩
主
鍋
島
家
の
子

孫
の
お
一
人
で
、
１
９
３
７
（
昭

和
12
）
年
に
滝
乃
川
学
園
に
台
臨

さ
れ
た
秩
父
宮
雍
仁
親
王
妃
勢
津

子
殿
下
や
、
第
二
代
学
園
長
石
井

筆
子
の
華
族
女
学
校
時
代
の
教
え

67

❺

創立130周年
記念ロゴができました

大学卒業後、メーカー勤務の後、独立。イラ
ストレーターとしての活動を始める。第１回、
第２回アトリエベムスターのポストカードコ
ンペにて、最多得票数「オーディエンス賞」
受賞 。東京大学医学部、東京スポーツ文化館、
東京都社会福祉協議会、個人事業主様などに
イラストやデザイン、パンフレットを作成。

鍋島 伊都子
（なべしま・いつこ）

滝乃川学園公式ロゴ



矢
川
の
ま
ち
め
ぐ
り

自
然
と
農
、
歴
史
と
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
が

ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
矢
川
エ
リ
ア
を
中
心
に
、

国
立
の
ま
ち
を
め
ぐ
り
た
く
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
竣
工

し
、
校
舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年

に
特
別
学
級
が
で
き
た
こ
と
で
学

校
に
教
育
の
場
を
移
し
て
か
ら
は

倉
庫
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
の
文
化
財
指
定
を
き
っ

か
け
に
、
多
く
の
支
援
者
の
力
添
え

の
も
と
大
規
模
な
修
復
工
事
を
行

い
、
２
０
０
９
年
に
石
井
夫
妻
の
名

前
を
冠
し
た
記
念
館
と
し
て
再
び
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。1

階
の
教
室
は

展
示
室
、
２
階
の
講
堂
で
は
研
修
、

講
座
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
会
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『滝乃川学園』
ゆかりの場所

石
井
筆
子
が
愛
用
し
た
ピ
ア
ノ
。

１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
頃
に
横
浜

の
『
デ
ー
リ
ン
グ
商
会
』
が
製
造
販

売
し
た
も
の
で
、
筆
子
は
こ
の
ピ
ア

ノ
で
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
等
の
演
奏
を

披
露
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
筆

子
の
死
後
、
何
十
年
も
忘
れ
去
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
９
５
年
に
学

園
史
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
発

見
さ
れ
、
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
学
園
と
音
楽
を

愛
す
る
市
民
の
方
々
、『
日
本
調
律

師
協
会
』
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ

て
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

『
日
本
聖
公
会
』
の
マ
キ
ム
監
督
の

寄
附
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
礼
拝

堂
。
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
教
会
様

式
の
建
築
物
で
、
当
時
の
日
本
で
は

珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ト
ラ

ス
構
造
。『
石
井
亮
一
・
筆
子
記
念
館
』

と
同
時
に
竣
工
さ
れ
、１
９
２
９（
昭

和
４
）
年
に
聖
別
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
鐘
楼
の
鐘
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
』
の

鐘
と
同
じ
製
造
会
社
の
特
注
品
。
現

在
も
日
曜
日
に
礼
拝
が
行
わ
れ
、
市

民
の
方
も
出
席
で
き
ま
す
。

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
、
近
隣
住

民
や
近
隣
団
体
の
寄
附
に
よ
り
開

業
。『
滝
乃
川
学
園
』
は
矢
川
駅
（
当

時
は
矢
川
停
留
所
）
の
初
代
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
代
を

寄
附
し
て
お
り
、
当
時
の
決
算
書
に

は
「
矢
川
停
留
所
コ
ン
ク
リ
ー
ト
代

１
５
０
円
」
と
い
う
記
述
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

聖
三
一
礼
拝
堂

天
使
の
ピ
ア
ノ

ー 

国
立
市
登
録
有
形
文
化
財

ー 

国
立
市
登
録
有
形
文
化
財

石
井
亮
一
・
筆
子
記
念
館  
ー 

国
登
録
有
形
文
化
財

Ｊ
Ｒ
矢
川
駅 　

※
見
学
は
要
事
前
予
約 89

今回のテーマ



MAP
-『滝乃川学園』ゆかりの場所 -

矢川の
まちめぐり
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米川館長の
 歴史さかのぼり

こ
の
コ
ラ
ム
は
滝
乃
川
学
園
の
深
い
歴
史
に
魅
せ
ら
れ
、
２
０
０
９
年
に

記
念
館
館
長
に
な
っ
た
米
川
さ
ん
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
コ
ラ
ム
で
あ
る
。

た
。
知
的
障
害
児
で
あ
っ
た
。
亮
一
は
、
彼
女

と
相
対
し
て
い
く
中
で
障
害
児
教
育
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
、手
探
り
で
教
育
を
始
め
た
。ま
た
、

障
害
児
教
育
を
学
ぶ
た
め
に
先
進
国
で
あ
っ
た

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
障
害
児
学
校
の
視
察
、
文

献
収
集
な
ど
精
力
的
に
研
究
に
努
め
た
。
帰
国

後
、
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
、「
孤
女
学
院
」

を
「
滝
乃
川
学
園
」
に
改
め
、
日
本
初
の
知
的
障

害
児
教
育
施
設
と
し
て
の
事
業
を
本
格
的
に
開
始

す
る
。

　

亮
一
は
何
を
支
え
と
し
て
行
動
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
後
に
夫
人
と
な
る
筆
子
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
「
い
と
小
さ
き
者
の
一
人
に
為
し
た
る

は
、
即
ち
我
（
神
）
に
な
し
た
る
な
り
。
こ
れ
は

園
長
（
亮
一
）
が
何
か
の
お
話
に
よ
く
引
か
れ
る

マ
タ
イ
伝（
聖
書
）の
お
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
。

男
尊
女
卑
で
、
女
子
の
就
学
率
が
3 0
％
に
も
満

た
な
い
時
代
に
女
子
教
育
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
震

災
孤
女
を
救
済
し
、
遂
に
は
知
的
障
害
児
の
教
育

に
尽
力
し
た
亮
一
の
心
に
は
こ
の
教
え
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
目
の
前
の
い
と
小
さ
き
者
に
為
す
こ

と
が
己
の
道
で
あ
る
と
。

　

滝
乃
川
学
園
の
創
立
者
石
井
亮
一
は
、

１
８
６
７
（
慶
應
３
）
年
佐
賀
に
生
ま
れ
、

１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
上
京
し
立
教
大
学
に

入
学
し
た
。
大
学
の
創
始
者
で
ア
メ
リ
カ
聖
公

会
の
宣
教
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
師
と
の
出
会
い
、

洗
礼
を
受
け
、
日
本
聖
公
会
の
敬
虔
な
信
徒
と

な
る
。

　

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
、
立
教
大
学
を
卒

業
し
た
亮
一
は
、
立
教
女
学
院
の
教
頭
に
就
任

し
た
。
翌
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
、
濃
尾
大

震
災
（
岐
阜
、
愛
知
地
方
）
が
発
生
し
、
親
を

失
っ
た
児
童（
孤
児
）が
約
６
０
０
人
に
及
ん
だ
。

親
を
失
っ
た
女
児
（
孤
女
）
は
人
身
売
買
の
対

象
と
さ
れ
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

女
子
教
育
者
で
あ
っ
た
亮
一
は
孤
女
の
救

済
に
奔
走
し
、
20
数
名
の
孤
女
を
引
き
取
る
。

そ
し
て
孤
女
の
た
め
の
寄
宿
舎
付
き
の
女
学
校

「
孤
女
学
院
」
を
設
立
す
る
。

　

引
き
取
っ
た
孤
女
の
中
に
、
他
と
同
じ
よ
う

に
教
育
し
て
も
成
果
の
上
が
ら
な
い
女
児
が
い

滝
乃
川
学
園
の
始
ま
り

その
1

13 12

石井亮一・筆子記念館
館長　米川　覚

❶
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①②滝野川村時代　③若い頃の石井亮一



　
年
末
の
風
景
に
す
っ
か
り
馴
染
ん
だ
ク
リ
ス
マ
ス
・

リ
ー
ス
で
す
が
、
そ
の
起
源
は
「
魔
除
け
」
で
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
受
入
れ
以
前
の
西
欧
の
ケ
ル
ト
人
や
北
欧

の
ゲ
ル
マ
ン
人
は
、
神
々
の
力
は
夏
至
の
頃
に
最
も
強

く
な
り
、
冬
至
の
頃
に
最
も
弱
く
な
る
と
信
じ
、
太
陽

が
再
び
輝
き
を
取
り
戻
し
始
め
る
冬
至
を
一
年
の
始
ま

り
と
す
る
暦
を
用
い
、
冬
至
祭
「
ユ
ー
ル
」
を
新
年
の

祭
り
と
し
て
祝
い
、
豊
穣
を
象
徴
す
る
猪
や
豚
を
神
々

や
先
祖
の
霊
に
捧
げ
、料
理
し
て
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

一
方
、
神
々
の
力
が
弱
ま
る
冬
、
特
に
最
弱
と
な
る
冬

至
の
夜
に
は
悪
霊
や
死
者
の
霊
が
活
動
を
強
め
る
と
信

じ
た
の
で
、
悪
霊
ど
も
の
訪
問
を
拒
絶
す
る
た
め
、
冬

で
も
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る
常
緑
樹
の
枝
葉
で
、
切
れ

目
の
無
い
形
状
が
聖
な
る
力
を
宿
す
と
さ
れ
た
「
魔
除

け
の
環
」
を
作
っ
て
戸
口
に
掛
け
た
の
で
す
。
こ
れ
が

ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
の
起
源
で
す
。
後
に
キ
リ
ス
ト

拒
絶
の
「
環
」
は
繋
が
り
の
「
和
」
へ

チ
ャ
プ
レ
ン
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ

チ
ャ
プ
レ
ン　

ダ
ビ
デ
倉
澤
一
太
郎

教
の
広
ま
り
と
共
に
ユ
ー
ル
祭
は
キ
リ
ス
ト
降
誕
祭
に

置
き
換
え
ら
れ
、「
魔
除
け
の
環
」
は
「
キ
リ
ス
ト
の

王
冠
」
を
表
す
も
の
に
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
受
難
の
血

を
受
け
て
そ
の
実
が
赤
に
変
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
柊

が
素
材
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
、「
キ
リ
ス
ト
の
荊
冠
」

の
表
す
も
の
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
19
世
紀
に
始
ま
っ

た
蠟
燭
に
火
を
灯
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
到
来
を
待
つ
ア

ド
ベ
ン
ト・キ
ャ
ン
ド
ル
の
習
慣
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
、

教
会
で
は
ア
ド
ベ
ン
ト
・
ク
ラ
ン
ツ(

リ
ー
ス)

と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
年
末
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
と
し
て

リ
ー
ス
作
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
友
達
と
一
緒

に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
接
し
ま
す
と
、
切

れ
目
の
な
い
形
で
繋
が
り
を
拒
絶
し
た
か
つ
て
の
魔
除

け
の
「
環
」
を
、
切
れ
る
こ
と
の
な
い
私
た
ち
の
繋
が

り
の
「
和
」
へ
と
変
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
と
受

難
の
出
来
事
に
、
何
よ
り
神
の
愛
に
感
嘆
せ
ず
に
は
お

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
聖
公
会
と
滝
乃
川
学
園　

　

創
立
者
の
石
井
亮
一
は
、
立
教

大
学
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
と
出

会
い
ま
し
た
。
日
本
聖
公
会
の
祖

で
あ
り
、
立
教
大
学
の
創
始
者
で

あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
主
教
よ
り
教

え
を
受
け
、
信
徒
と
な
り
、
夫
人

の
筆
子
も
同
主
教
の
下
で
信
徒
と

な
り
ま
し
た
。
敬
虔
な
信
徒
で

あ
っ
た
夫
妻
は
、
学
園
の
中
心
に

教
会
を
建
て
、
日
曜
日
の
礼
拝
の

み
な
ら
ず
、
日
課
の
最
初
は
朝
の

お
祈
り
で
始
ま
り
、
夕
の
お
祈
り

で
閉
じ
て
い
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
か
ら
、
日
本
聖
公
会

か
ら
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
学
園
の
１
３
０
年

に
わ
た
る
歴
史
は
、
日
本
聖
公
会

と
共
に
あ
り
ま
し
た
。

　
チ
ャ
プ
レ
ン

　

チ
ャ
プ
レ
ン
は
、
教
会
以
外
の

学
校
や
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
と

礼
拝
堂
（
チ
ャ
ペ
ル
）
で
働
く
牧

師
の
こ
と
で
す
。
滝
乃
川
学
園
に

は
現
在
、
日
本
聖
公
会
の
チ
ャ
プ

レ
ン
、
ダ
ビ
デ
倉
澤
一
太
郎
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

聖三一礼拝堂の扉にかかる
クリスマス・リース

（2021.11.28撮影）



　
『
滝
乃
川
学
園
』
成
人
部
の
利

用
者
さ
ん
の
多
く
が
、
福
祉
作
業

と
呼
ば
れ
る
「
仕
事
」
を
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
学
園
内
の
洗
濯

物
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
、
学
園
の

中
で
使
う
ベ
ン
チ
作
り
。
マ
ル

シ
ェ
な
ど
で
販
売
す
る
た
め
の
お

菓
子
作
り
や
、
織
物
や
陶
芸
品
な

ど
の
作
品
制
作
。
ま
ち
へ
出
て
、

資
源
の
回
収
や
公
園
の
清
掃
な
ど

を
行
う
こ
と
も
。
働
い
て
お
金
を

も
ら
う
体
験
を
し
て
、色
々
な「
仕

事
」
の
中
か
ら
自
分
に
合
う
も
の

を
見
つ
け
る
利
用
者
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
、『
滝
乃
川
学

園
』
成
人
部
職
員
の
仕
事
で
す
。

　

支
援
者
の
方
の
寄
附
で
や
っ
て

き
た
烏
骨
鶏
の
お
世
話
も
、
そ
ん

な
「
仕
事
」
の
一
つ
。

　
「
餌
や
水
や
り
、
飼
育
小
屋
の

お
掃
除
な
ど
、
烏
骨
鶏
と
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
は

多
い
で
す
」（
松
島
さ
ん
）

滝
乃
川
学
園
で
は
た
ら
く

松島 加奈 さん

友永 真弘 さん

成人部生活介護部
［ 勤続年数：８年 ］

成人部生活介護部
［ 勤続年数：11年 ］

　

福
祉
の
学
校
を
卒
業
後
、
滝
乃

川
学
園
に
入
職
し
て
以
来
、
烏
骨

鶏
の
お
世
話
係
は
松
島
さ
ん
の
役

割
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ち
ら
か
ら
声
か
け
を
す
る

こ
と
で
『
頑
張
ろ
う
！
』
と
率
先

し
て
く
れ
る
利
用
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
烏
骨
鶏
の
存
在
は
、
自
分
が

面
倒
を
見
な
き
ゃ
、
自
分
が
動
か

な
き
ゃ
、
と
い
う
役
割
意
識
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」（
友

永
さ
ん
）

　

そ
ん
な
利
用
者
さ
ん
た
ち
と
の

会
話
の
中
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア

か
ら
、
学
園
の
菓
子
工
房
で
烏
骨

鶏
の
卵
を
使
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
を

作
っ
て
販
売
す
る
「
仕
事
」
も
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

学
園
の
様
々
な
「
仕
事
」
に
は
、

や
り
が
い
を
も
っ
て
続
け
る
う
ち

に
、
そ
の
道
を
極
め
た
重
鎮
が
い

る
そ
う
で
す
。
人
の
数
だ
け
あ
る

適
材
適
所
を
見
つ
け
る
。
そ
の
こ

と
は
、
松
島
さ
ん
と
友
永
さ
ん
の

や
り
が
い
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「国立人」は、のびやかにはたらく人を大切にする国立（くにたち）エリアの求人サイトです（https://kunitachijin.com/）
16

子どもから大人まで、幅広い知的障害児者の人々が集う『滝乃川学園』。それぞれの利用者
さんと向き合いながらはたらく職員の日々の様子や、仕事への想いを伺います。今回は、白
くてふわふわ、おとなしくて人懐っこい「烏骨鶏」を取り巻く人々に焦点を当てました。

インタビュー
by

私たちと一緒に
働きませんか！

生活支援員・理学療法士 募集中

詳しくはホームページをご覧ください。

見学等、随時受け付けています。 

（法人本部 総務人事部  0 4 2-5 7 3-3 9 5 0）



滝乃川学園
ガーデンプロジェクト

滝乃川学園ボランティアを
募集しています！

　老朽化した作業棟を建て替える「新棟建設プロジェクト」を職員が中心となり立ち上げま

した。そこには、地域の皆様と共に過ごせるような場所をコンセプトに夢をたくさん詰め込

んでいます。現在、企画準備中ですが、近々みなさまにご案内させていただく予定です。お

手間を軽減できるよう、インターネット寄附の導入も検討しております。

　引き続きのご支援をお願い申し上げます。

130周年記念寄附について

お振り
込み先

　【ゆうちょ銀行】
　　専用の払込票がございます。必要な方は、お電話またはメールにて
　　お問い合わせください｡

　【三井住友銀行】
　　銀行名　：三井住友銀行国立支店　　口座番号：普通預金 0921148
　　口座名義：社会福祉法人滝乃川学園 理事長 石井慈典

　【三菱UFJ銀行】
　　銀行名　：三菱UFJ銀行府中支店　　口座番号：普通預金 0002309
　　口座名義：社会福祉法人滝乃川学園 理事長 石井慈典

インフォメーションボード
ご支援のお願い

　日頃より私たち滝乃川学園に温かいお心をお寄せいただき、深く感謝申し上げます。

　私たち滝乃川学園は、障害を持つ人々がみずからの幸せを希求できる場を創造、提供し、

それを支援する有為な人材を育て、学園の発展のみならず、わが国の障害者福祉のさらなる

進歩に貢献できるよう、役職員一同、先駆者としての誇りを胸に、努力していく所存です。

　引き続き、皆様のご指導とあたたかいご支援を宜しくお願い申し上げます。

1819

滝乃川学園の中にある 500坪ほどの敷地

にコミュニティガーデンを作り、学園の内

外の人がみんなで協力して、維持管理をし

ながら、誰もが憩うことができる場所を目

指して活動しています。

まずは気軽にガーデンの見学にいらしてく

ださい。お待ちしています！

【日時】2 0 2 2年 1月1 0日（月・祝）
　　　　　　　  2月1 2日（土）
　　　　　　　  3月1 3日（日）
　　　  いずれも1 0時〜 1 5時頃（出入り自由）

【場所】聖三一礼拝堂前コミュニティガーデン
【服装】汚れてもよい服装、靴
ガーデンプロジェクト担当　糸永・高橋（法人本部）

日頃より滝乃川学園に多大なるご支援・ご協力をいただき誠にありがとうございます。ホームページにて、
令和3年7月1日から10月31日までにご寄附をいただきました皆様をご紹介させていただいております。

ボランティア担当　矢島・矢本（法人本部）

滝乃川学園では、日中活動支援、余暇活

動支援、園内環境整備（除草・落ち葉掃

きなど学園内の清掃・整備）・洋裁（ミ

シンができる方）・ヘアカットなどのボ

ランティア活動をしてくださるボラン

ティアの方を募集しています。

ぜひお気軽にお問い合わせください。

【電話】0 4 2-5 7 3-3 9 5 0（9:0 0 〜 17:0 0） 【電話】0 4 2-5 7 3-3 9 5 0（9:00 〜 17:00）

12月

2021年

感謝録
寄附者ご紹介




